
  

 
 

              
 

                     

        

一
〇
月
二
八
～
二
九
日
に
全
国
安
全

セ
ン
タ
ー
の
総
会
が
長
野
県
大
町
市
で

開
か
れ
、
尼
崎
か
ら
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
昭
和
電
工
の
労
働
組
合
・
会
社

の
御
協
力
で
、
土
日
で
す
か
ら
工
場
は

稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
工
場
の
歴
史

を
物
語
る
敷 

地
内
の
（
産 

業
）
記
念
館 

や
昭
和
電
工 

の
水
力
発
電 

所
を
見
学
さ 

せ
て
も
ら
う 

こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。 

こ
の
会
議
の
中
で
、
神
奈
川
労
災
職

業
病
セ
ン
タ
ー
の
川
本
浩
之
さ
ん
か
ら
、

よ
こ
は
ま
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
の
取
組
ん

だ
三
菱
電
機
情
報
技
術
総
合
研
究
所
で

の
精
神
疾
患
労
災
認
定
の
事
案
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
三
菱
電
機
に
よ
る
パ
ワ

ハ
ラ
・
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
、
大
学

院
博
士
課
程
を
経
て
入
職
し
て
一
年
で

精
神
疾
患
に
追
い
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
で

す
。 二

〇
一
六
年
一
一
月
、
神
奈
川
県
藤

沢
労
基
署
が
月
一
〇
〇
時
間
を
超
え
る

長
時
間
労
働
に
よ
る
適
応
障
害
を
発
症 

       

し
た
と
し
て
労
災
認
定
し
、
今
年
一
月

一
一
日
に
は
神
奈
川
労
働
局
が
労
働
基

準
法
違
反
容
疑
で
会
社
と
当
時
の
上
司

を
書
類
送
検
し
て
い
ま
す
。 

「死
ぬ
気
で
仕
事
を
し
ろ
」 

以
下
は
昨
年
一
〇
月
の
全
国
交
流
集

会
で
被
災
者
本
人
か
ら
報
告
さ
れ
た
内

容
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
― 

二
〇
一
三
年
四
月
、
三
菱
電
機
へ
入

社
、
七
月
情
報
技
術
総
合
研
究
所
光
・

マ
イ
ク
ロ
波
回
路
技
術
部
レ
ー
ザ
グ
ル

ー
プ
に
仮
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
マ

光
部
は
長
時
間
労
働
の
蔓
延
し
て
い
る

職
場
で
、
翌
年
二
月
に
は
残
業
一
六
〇

時
間
、
産
業
医
面
談
の
あ
と
週
一
回
の

心
療
内
科
通
院
と
な
っ
て
か
ら
も
月
約

八
〇
時
間
の
過
労
死
ラ
イ
ン
で
働
く
こ

と
を
強
い
ら
れ
、
六
月
に
ド
ク
タ
ー
ス

ト
ッ
プ
が
か
か
り
休
職
。 

  

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
「
公
衆
の
面

前
で
ど
な
り
散
ら
す
、
毎
日
会
議
室
に

閉
じ
込
め
て
何
時
間
も
説
教
を
す
る
、

書
類
の
修
正
を
何
度
も
さ
せ
て
深
夜
遅

く
ま
で
ダ
メ
出
し
を
繰
り
返
す
等
…
具

体
的
に
は
、
『
こ
ん
な
ん
で
よ
く
卒
業

で
き
た
な
』
『
う
ち
の
子
供
で
も
で
き 

                           

る
ぞ
』
『
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
研
究
者
と
し

て
や
っ
て
い
け
な
い
』
『
こ
れ
が
で
き

な
き
ゃ
お
前
は
こ
こ
に
い
る
意
味
は
な

い
ぞ
』
…
『
ブ
ラ
ッ
ク
も
ク
ソ
も
あ
る

か
、
研
究
者
な
ん
だ
か
ら
土
日
も
仕
事

し
ろ
』
『
死
ぬ
気
で
仕
事
を
し
ろ
』
」

と
、
過
少
に
労
働
時
間
を
自
己
申
告
す

る
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
。 

                           

「
上
司
か
ら
残
業
時
間
の
申
請
を
月

四
〇
時
間
未
満
、
多
く
て
も
三
六
協
定

で
定
め
ら
れ
た
六
〇
時
間
未
満
に
過
少

申
告
す
る
よ
う
強
要
さ
れ
た
」
。
会
社

は
「
会
社
に
長
時
間
い
た
こ
と
は
認
め

る
が
、
『
業
務
』
で
は
な
く
『
自
己
啓

発
』
の
た
め
に
会
社
に
残
っ
て
い
た
の 

（
裏
面
へ
） 
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“
緩
慢
な
る
惨
劇
”
に
立
ち
向
か
う
６ 

（
無
料
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三菱電機、 

ああ三菱電機・・・ 

三菱電機、 

ああ三菱電機・・・ 

2017年 1月 11日 

 この協定において、職場のパワーハラスメント

とは、同じ職場で働く者に対して、職務上の地位

や人間関係などの職場内の優位性を背景に、業務

の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与

える又は職場環境を悪化させる行為をいい、会社

及び組合は、その防止に努めるものとする。 （例） 



  

で
問
題
は
な
い
」
「
社
内
で
の
労
働
は

入
退
場
記
録
に
残
る
こ
と
か
ら
、
報
告

書
や
デ
ー
タ
の
ま
と
め
等
、
社
外
で
も

可
能
な
仕
事
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
家

に
持
ち
帰
ら
せ
て
、
休
日
も
作
業
す
る

よ
う
上
司
よ
り
強
要
さ
れ
た
」
。 

 

「
『
二
〇
一
六
年
六
月
ま
で
が
休
職

期
間
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
復
職
で
き

な
い
場
合
は
解
雇
す
る
』
と
連
絡
さ
れ

た
」
。
三
菱
電
機
労
働
組
合
は
会
社
と

ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
強
制
的
に
全
員
加
入
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
「
休
職
期
間
を
延
長
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
会
社
に
掛
け
合
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
労
組
に
求
め
た
。
し
か

し
、
委
員
長
は
「
規
則
は
規
則
で
あ
る
、

休
職
期
間
の
延
長
は
難
し
い
。
が
ん
ば 

                 

っ
て
元
気
に
な
っ
て
職
場
に
復
帰
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
う
だ
け
に
終
わ
っ
た
。 

別
組
合
で
団
体
交
渉 

今
は
、
よ
こ
は
ま
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
、
会
社
と
団
体
交
渉
も
行
っ

て
い
る
。
「
東
京
の
本
社
前
や
神
奈
川

の
事
業
所
の
近
く
で
ビ
ラ
を
配
り
、
会

社
の
労
務
管
理
を
改
善
す
る
よ
う
演
説

し
た
。
…
現
在
は
わ
ざ
わ
ざ
本
社
の
中

か
ら
会
社
前
ま
で
降
り
て
き
て
、
他
の

同
僚
に
配
る
た
め
に
、
ビ
ラ
を
一
枚
で

な
く
数
枚
も
ら
っ
て
い
く
社
員
も
出
だ

し
た
。
他
の
社
員
に
と
っ
て
も
関
心
事

と
な
っ
て
い
る
」
。 

 
 

二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日
、
三
菱
電

機
よ
り
解
雇
さ
れ
る
。
一
一
月
二
四
日 

 

                 

労
基
署
が
労
災
を
認
定
す
る
。
一
方
、 

会
社
の
そ
の
年
五
月
で
の
回
答
は
「
指

導
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
叱
責
・
罵
倒
の

事
実
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
「
勤
続

年
数
等
を
加
味
し
て
も
業
務
内
容
及
び

量
が
過
度
な
も
の
で
あ
る
と
の
事
実
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
言
う
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
本
人
は
「
ユ
ニ
オ
ン
よ

こ
は
ま
に
加
入
し
行
動
す
る
こ
と
で
、

労
災
を
勝
ち
取
り
、
労
務
管
理
を
一
部

改
善
さ
せ
た
」
と
報
告
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。 

こ
の
尼
崎
で
も
… 

こ
の
被
災
者
は
現
在
三
〇
歳
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
九
月
に
は
、「
三

菱
電
機
を
両
親
提
訴
」
と
い
う
新
聞
記

事
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

記
事
に
は
「
東
北
地
方
に
住
む
両

親
が
二
七
日
、
同
社
に
総
額
約
一
億

一
八
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

て
東
京
地
裁
に
提
訴
し
た
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
被
災
者
も
国
立
大
の
大

学
院
博
士
前
期
課
程
終
了
後
に
、
昨

年
四
月
三
菱
電
機
に
入
社
（
二
五
歳
）
、

六
月
に
こ
こ
尼
崎
市
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
製
造
技
術
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

報
道
に
よ
る
と
母
親
は
一
一
月
一

七
日
の
朝
、
息
子
さ
ん
が
三
田
市
の

社
員
寮
で
首
を
吊
っ
た
こ
と
を
寮
母

か
ら
電
話
で
知
ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

遺
書
に
は
「
私
は
三
菱
に
つ
ぶ
さ
れ

ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
。
訴
状
で
は
大
学
院
時
代
の
専
門

分
野
と
ち
が
い
、
「
男
性
が
配
属
さ 

れ
た
部
署
で
は
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

技
術
が
求
め
ら
れ
た
が
上
司
や
先
輩
に

質
問
し
て
も
教
え
て
も
ら
え
ず
、
非
難

さ
れ
た
り
ば
か
に
さ
れ
た
り
し
た
」
と

し
て
い
ま
す
。
（
神
戸
） 

三
菱
電
機
の
労
働
組
合
は
つ
い
最
近

ま
で
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

そ
う
遠
く
な
い
前
ま
で
労
組
出
身
の
社

会
党
（
現
社
民
党
）
市
会
議
員
や
県
会

議
員
を
送
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
今
ご

ろ
何
ぬ
か
し
と
ん
ね
ん
と
言
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
尼
崎
市
民
に
と
っ
て
も
馴
染

み
の
あ
る
会
社
で
す
。
そ
の
職
場
の
人

間
関
係
が
ズ
タ
ズ
タ
に
壊
さ
れ
て
い
る

の
か
と
思
う
と
本
当
に
つ
ら
い
。
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ん
か
わ
ざ
わ
ざ
す
る

ま
で
も
な
く
、
原
因
は
わ
か
っ
て
い
る

て
な
か
ま
を
大
事
に
思
え
る
職
場
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
を
取
り
戻
す
し
か

な
い
の
で
す
。 

               

                 

（２）                                                  2017年 11月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

医療現場も崩壊の危機 

はねられた労働者 81歳 

高齢者を雇うということ 

８１歳の労働者の労災死亡です。もしうちのおやじ

だったら…と胸を締めつけられる読者もおられるかも

しれません。 

８１歳までとは言わなくても確かに職場で働く高齢

者は増えています。駅に行けば、必ずエスカレーター

の手すりにおつかまり下さいとアナウンスされます。

将棋倒しでひっくり返ったらえらいこと。工場内では、

小さな段差のあるところやちょっと滑りやすそうな所

にも必ず注意を促すポスターがあり、階段には手すり

を持つよう指示する標識が貼られています。 

なんで高齢者を雇うんですか？おんなじ仕事しても

ろても役職者をヒラにできる、賃金をがばっと減らせ

る、「賞与」なんかいらん、辞めてもらいやすい、と

にかく若いもんが足らん分をはるかに安い高齢者でま

かなうんやから、これで儲からんかったらウソや。 

毎日新聞 

2017.11.10 

一
七
・
一
一
・
一
三 

神
戸 


